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レー ション技術が期待 される。本研究は、テラヘルツ波技術を例 として、複雑な実応用ソフ トウエアを
大規模計算資源へ適合させシミュレーション空間を拡大することによりこれまで困難であったシミュ
レーションを可能 とする総合的大規模シミュレーション技術の開発を目的としている。本論文は、その
成果をまとめたものであ り、全文5章 よ り構成される。
第1章 は序論であり、本研究の背景と目的について述べている。
第2章 においては、高温超伝導 素子 による連続波 テラヘルツ波光源開発のための大規模 シミュレ
ー ション技術の開発 について述べている。層内方向1次 元領域分割法 と層方 向でのベク トル処理を
組み合わせた方法 を開発 した。その結果、解への到達時間 を短縮し、シミュ レー ション空間 を拡大
し、高温超伝導体 のテラヘル ツ波光源の原理 を確認 し、素子か ら放射されたテ ラヘルツ波の特性 を
予測 し、 ジ ョセ ブソンプラズマ励起の制御法 を解明 した。
第3章 においては、テラヘルツ波 とナ ノカーボ ン系物質との相互作用解析のための大規模シミュレー
ション技術の開発 について述べている。DFTB法とリカーシブル法 による0(N}法、原子並列とエネルギ








それ により解への到達時間を短縮 し、連続テラヘルツ波新光源開発のためのシミュ レーション空間を拡
大し、新発見 ・技術開発へ貢献 した。テラヘルツ波 とナ ノカーボン系物質との相互作用解析のプロトタ
イプコー ドを開発し、その大規模シミュレーション能力を検証した。さらに、開発時に得た開発指針を
総合的大規模シミュレーション技術開発における指針 としてまとめた。本研究は、科学技術の基盤であ
る大規模 シミュレーション科学の発展や先端科学技術分野で重要なテラヘルヅ波技術の発展に大 いに
寄与するものである。
よって、本論文は博士(工学)の学位論文として合格 と認める。
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